
電機労働者懇談会（電機懇）は電

機・情報ユニオンとの共催で、１月

３０日(土)午後１時３０分～５時に

かけて都内「機械工具会館」ホール

にて、「１６春闘、１・３０電機の

集い」を開催しました。この集いに

は、１２企業連・３団体から５０人

が参加しました。

司会は高田勝善電機懇副代表がつ

とめ、電機懇今井節生代表が「２年

以上連続して実質賃金が下がり続け、

大企業の内部留保は３０１兆円も溜

め込んでおり労働者と下請け企業に

還元せよ。シャープを軸にした電機業界の再編を画策

しているリストラだ」と主催者挨拶を行いました。

報告は、最初に電機懇１６春闘「要求アンケート」

に寄せられた５９１枚の集計結果の特徴について谷口

利男電機懇事務局長が「生活の苦しさを６５％の人が

訴え、生活改善額で３万円以上を求める割合が７５％

になっており、加重平均で３万５６００円を求めてい

る」と強調しました。続いて、電機懇「１６春闘提言」

（２Ｐに要旨掲載）は井坂正敏電機懇政策委員長がポ

イント報告を行い、電機・情報ユニオンの「１６春闘

方針」を加藤孝書記次長が報告しました。

職場報告は、①日立から３年連続で過去最高の利益

が見込まれているが職場実態は厳しくなっている。②

東芝から経営者の粉飾決算の不祥事を工場閉鎖や早期

退職と労働者に押しつけており反撃を開始している。

③ＮＥＣからスタッフ業務を子会社に移し１７００人

の本体労働者を出向させている。④沖電気から非正規

労働者が７０％もなっており処遇が悪く格安昼食で済

ませている。⑤ルネサスから会長ＣＥＯの辞任など経

営が迷走しており「ルネサスの明日を考える」政策パ

ンフを準備している。などの報告が行なわれました。

講演は、「ＴＰＰと２０１６年の経済展望」と題し

て横浜国大の萩原伸次郎名誉教授に行なって頂き、オ

バマ政権と比較しながら実態経済を見ない安倍政権を

痛烈に批判し、全国一律最低賃金を大幅に増額する事

が日本経済を救うことになると指摘しました。

閉会挨拶は、電機・情報ユニオンの米田委員長が行

い、東芝の粉飾決算はアメリカの原発メーカーＷＨ社

の買収疑惑か

ら始まってお

り日米政権の

疑惑を解明し

て反撃する必

要性を指摘し、

雇用とくらし

地域経済を守

ろうと訴え、

がんばろう三

唱で閉めまし

た。
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電機リストラに反撃し春闘勝利

今月号の紙面

①１６春闘「電機の集い」開催

②１６春闘「電機の提言」要旨

③１６春闘「経団連包囲」行動

④東芝青梅工場閉鎖反対宣伝行動

⑤「東芝の会」年次総会を開催

⑥ラプラース「学問について」関谷さん

⑦電機情報ユニオン 、青年コーナー

⑧１６春闘「関西電機のつどい」

金属労働者春闘集会。集積回路


